











































































































































































































祉省（United States Department of Health and Human Services以下 HHS）の『公衆衛生局長官に
よる過体重と肥満の予防と減少のための実施要請2001（Surgeon General's Call to Action To Prevent
and Decrease Overweight and Obesity 2001）』によるところが大きいだろう。16代米国公衆衛生局長
官 David Satcherは、そのなかで「肥満はエピデミックの域に達した」との声明を出した。そして、
年間30万人の人が死亡し、医療費は1170億ドルに増大しているため、この新しいエピデミック
に立ち向かわなければならないと宣言している［U.S. Department of Health and Human Services
2001］。









国際的には、1996年に、国際肥満特別専門委員会（International Obesity Task Force以下 IOTF）
が招集された。1997年 6 月 3 日から 5 日にかけて、世界保健機関（WHO）は「肥満についての諮問
会議（WHO Consultation on Obesity）」をジェノバで開催し、2000年には、IOTF のサポートにより










ニティのなかの感染病の広範囲にわたる発生（a widespread occurrence of an infectious disease in a





者などの社会問題にも、比喩的に適用されるようになってきた［Martin and Martin-Granel 2006
――



































満エピデミック」という表現に対し、異議申し立てが提出されつつある［cf. Boero 2007Gard and













































に編み出した訳ではなかった［Eknoyan 2008］。それが BMI という名前で普及するきっかけになっ
たのは、生理学者の A. キーズの研究によるところが大きい。キーズらは、5 カ国約7400人の成人男
性を対象に、いくつかの公式をもとに身長と体重から導きだされる値と実際の体脂肪率と相関性を検
証した。それによって、体重を身長の二乗で割る公式、すなわちケトレー指数が、体脂肪率とよく相




れたカットオフ値（BMI 2529.9「過体重」、BMI 3034.9「肥満 1」、BMI 3539.9「肥満 2」、BMI 40 以上
「極度の肥満」）が広く使われている。また、「過体重」と「肥満」は、心疾患、2 型糖尿病、がん、高血圧症な
どのさまざまなリスクがあるとされている。









［cf. Hubert et al. 1983］、ケトレーの意図やキーズの主張とは無関係に、病気の予防介入のために、
「標準」「過体重」「肥満」カテゴリを定義するカットオフ値の設定をめぐって、論争が繰り広げられ






















齢性別による BMI パーセンタイルが使われる。過体重は、同性同年齢の子どもなかで、BMI が85パーセンタ
イル以上95パーセンタイル未満の場合を指す。肥満は、同性同年齢の子どものなかで、BMI が95パーセンタ
イル以上の場合を指す［http://www.cdc.gov/obesity/childhood/basics.html］（2014年 1 月13日最終閲覧）。　
















念を表明し始めている［cf. Gard and Wright 2005Rich and Evans 2009］。その懸念とは、体重や身
体サイズを過度に監視の対象とすることは、健康には逆効果ではないかというものである。例えば、
――





























僕はなんで太ってるの（Mom, why am I fat?）」「お医者さんが、私は高血圧症とかいう病気にかか
ってるって言うの。本当に怖いの（My doctors say I have something called hypertension. I'm really
scared.）」「私は学校に行くのが嫌いです。だって、他の子たちが私をいじめるからです。それで私


























合（Obesity Action Coalition以下 OAC）」が行った世論調査によると、「このキャンペーンは、肥
満の子どもにとってプラスになるのか、マイナスになるか（Does this campaign help or hurt chil-
dren aŠected by obesity?）という質問に対し、回答者1,050人中、81が「肥満の子どもを傷つけて
いると感じる（feel the campaign hurts children aŠected by obesity）」と回答し、19が「肥満の子
どもの助けとなると感じる（feel the campaign helps children aŠected by obesity）」と回答している。
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